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道路台帳補正事業

１節　整備・開発と自然環境のバランスがとれた流山（都市基盤の整備） 主管課 道路管理課

会計 小事大事

01

目項

08 02 01 03 51

対象

・新たに市道として認定又は廃止された道路及び、拡幅改良事業により整備された道路の告
示を経たもの及び、官民境界が確定した市道について、その属性（延長・幅員等）が記録さ
れる道路台帳を補正して管理する。（道路法第２８条に基づく）

・昭和61年度における市道の一括認定廃止に伴う市道の見直し時より実施。ただし、電算化
の導入に当たり、昭和60年度より準備作業に着手した。運用開始時には現場と調書のデータ
が一致しない等の混乱もあったが、現在は事業化による単年度毎での補正処理により、各種
道路照会及び国、県からの調査（道路現況調査、公共施設現況調査）への対応が迅速になっ
た。

開発行為及び区画整理事業等により、新規認定又は廃止さ
れる道路の属性等を台帳として整備し市道を管理する。

主管課長遠藤　茂土地利用・生活環境に配慮した道路整備

名　　称 平成2６年度 平成2７年度 平成2８年度

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

流山市が新たに認定又は廃
止及び拡幅改良した市道

意図
事業
目的

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

市道認定・廃止・拡幅
改良延長

7.63 9.15 12.52㎞ ↗↗↗

平成2７年度

11,178,000 13,284,000

1.50

15,940,800

11,178,000 13,284,000 15,940,800

目的に対する現状（客観的事実・データ
に基づく現在の状況や取組状況）

21,989,000 25,025,000 26,694,000

・道路境界の確定により作成された図
面は、随時受託者へデータを送致して
いるが、補正作業までの間は職員が台
帳に表示している。

平成2６年度 平成2８年度

0.30 0.30 0.30

10,811,000 11,741,000 10,753,200

1.50 1.50

個別評価 必要性

今後の必要性

市関与の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

Ａ　必要性が高まると
考えられる

Ａ　市が担うべき

有効性 Ａ　達成できた

Ａ　対象者は適切であ
る

Ａ　削減の余地はない

総合評価 Ⅱ　継　　　続　（事業を現状どおり継続すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

③取組の
課題

・市道の認定、廃止の告示は、市議会
の議案可決後に行うため、補正に係る
業務を円滑に行えるよう体制を整える
必要がある。

④今後の
改善計画

・ここ数年、年度末に発注していた台
帳補正業務委託を新年度早々に発注す
る。

①今年度
(H28)の
改善計画

②今年度
(H28)に
実施した
取組

・補正データを蓄積させず、随時、受
託者へ提供する。

・開発行為における、引継路線の認定
可否について現地調査を実施した。


